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はじめに

■ ひきこもり専門相談（電話・来所）に加え、三次支援機関として、
市町村等のひきこもり支援体制整備に対する後方支援を実施

■ 当センターの設置から１０年の間に、ひきこもりに関する認知
度、国が自治体に示す支援体制の在り方も変化

■ 当センター設置から10年間のひきこもり専門相談の受理ケー
ス（２６３ケース）について整理し、そこから得られた相談対象者
の傾向と支援の課題について報告する



ひきこもり支援の段階

家族支援

出会い･評価段階

本人支援

個人的支援段階

集団支援
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集団との再会段階

社会参加支援

社会参加試行段階

居場所支援

本人の個別面接

就労支援機関や社会
サービスへの橋渡し

家族面接
家族会

「ひきこもりの評価・支援に関するガイドライン」をもとに作成



ひきこもり専門相談の流れ

• 電話によ
る申し込み

• インテーク
用紙の送
付

申込
インテーク

用紙を基に

実施

初回

面接

支援方針
の決定

ケース

支援会議

インテーク用紙内容

相談対象者（性別、生年月日、住所）・相談者・家族構成
相談したいこと・相談のきっかけ・ひきこもり始めた年齢/期間/きっかけ
ひきこもりの状態・不登校経験・最終学歴・就労経験
現在の生活状況（睡眠・食事・入浴・趣味・家事・対人交流・外出）・気になる行動
生育歴（幼児期・小学校・中学校・高校・それ以降）・通院歴・相談歴（相談支援機関）



ひきこもり評価尺度について①
～宮城県ひきこもり地域支援センター版～

■ 初回面接時、年度末、支援終了時に評価を実施

■ 本人の評価

「自立に向けた行動レベル」「コミュニケーションレベル」

について１０段階で評価

■ 家族の評価

「ひきこもり本人に対する家族の行動や意識」についての

１０項目を該当項目１点で評定（１０点満点）



ひきこもり評価尺度について②
～宮城県ひきこもり地域支援センター版～



ひきこもり専門相談の受理状況
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ひきこもり専門相談の受理状況
１_受理事例の初回面接時の状況①
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ひきこもり専門相談の受理状況
１_受理事例の初回面接時の状況②
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ひきこもり専門相談の受理状況
１_受理事例の初回面接時の状況③

【相談先】
学校・児童相談所・市町村・保健所・
医療機関・民間支援機関・カウンセリ
ングルーム・サポステ・ハローワーク

等
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ひきこもり専門相談の受理状況
１_受理事例の初回面接時の状況④
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・7割が月に数回以上の外出機会
がある。
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ひきこもり専門相談の受理状況
２_初回面接後の支援方針

〇初回面接のみで終了：２３ケース
→「助言終了」・「他機関紹介」の９％

個別相談
66%

家族会
12%

相談＋

家族会
13%

助言終了
8%

他機関紹介
1%

ケース支援会議結果

〇支援継続：２４０ケース
→多くが家族への定期的な面談から開始
（月に１回程度）

→本人への個別面談の場合は、月に１～２
回の頻度で行う場合もある。



当センターにおけるひきこもり支援

家族支援

出会い･評価段階

本人支援

個人的支援段階

集団支援

中間的･過渡的な
集団との再会段階

社会参加支援

社会参加試行段階

■居場所支援（月６回程度）

■個別面接（１～２回/月） ■小集団活動

■他支援機関等へ
の同行支援

■家族面接（１～２回/月) ■ひきこもり家族会（１回/2カ月）
「ひきこもりの評価・支援に関するガイドライン」をもとに作成



ひきこもり専門相談の受理状況
３_支援終了ケースの支援状況①
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終了時支援状況

家族のみ 家族＋本人 本人のみ 家族のみ→本人支援

・「家族支援」のみで終了は７８％
・「家族＋本人」「家族→本人」は複数
支援を利用
・本人のみで来談したケースは
「本人支援」のみで終了

a 個別相談（家族）b家族会 c 個別相談（本人） d集団支援 e 社会参加支援

・152ケース（８０％）が3年未満で支援終了
・終了ケース中４４ケースで本人が来談
→本人のみで来談したケースは５年未満
で支援終了

（人）



ひきこもり専門相談の受理状況
３_支援終了ケースの支援状況②
（終了者：前後の評価ある人のみ。n=113）

開始時 終了時 開始時 終了時 開始時 終了時

0 3 1
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　　　項目
　
　
点

自立行動レベル ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾚﾍﾞﾙ 家族の行動や意識

家族の評価本人の評価

評価対象者の半数
が終了時に評価が
向上

→ひきこもりの状態
像は大きく変化してい
ないが、本人の行動・
コミュニケーションレ
ベルや家族の意識は
変化
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ひきこもり専門相談の受理状況
４_支援継続ケースの支援状況

令和５年度末で７１ケースが継続
●３５ケースで本人への支援を実施
→うち１０ケースは５年以上を経過
●家族支援のみで、５年以上経過して
いるケースも…



考察_１

切れ目のない支援

●不登校経験者も多く、不登校状態のままひきこもりに移行する ケースも
いる

⇒「不登校」から「ひきこもり」に移行するケースを想定した
教育機関との連携の課題

●ひきこもりの一因に、対人関係の躓きや環境への不適応がある
●就労などによる新しい環境や対人交流、未経験の活動など、環境の変化
が生じる機会は精神的負担が大きい

⇒本人が安心して支援を受け、新たな環境に適応するための
支援機関間の連携の重要性



考察_２

一方で、定期的に支援を継続していても大きな変化がないままに

長期化しているケースも…

〇重点的にケース検討を実施。個別アセスメントと支援の再評価に取り組んでいる

家族支援の重要性の再認識

●【ひきこもり初期】＋【家族支援】→【本人支援】
＝複数支援を利用しながら、短期間の支援で終了

●【家族への継続的な支援】
＝ひきこもりが長期化していても本人が来所

⇒家族自身が安心して定期的に相談できる場所がある
家庭内で、本人と家族の関係性が変化



考察_３

地域での支援の重要性

●当センターの近隣圏域からの利用率が高い
＝ひきこもり本人は、家族の送迎でしか来所ができないことが多い。
＝支援を継続的に受けるためには、支援機関までの距離や

所要時間も影響

⇒利便性や住み慣れた地域で複数の選択肢から支援を選び、
安心して支援を受け、ひきこもりからの回復をめざすための

市町村、保健福祉事務所圏域での支援体制の充実



おわりに

■ ひきこもり支援は長期的な関わりが求められるが、職員の異動
を伴う当センターのひきこもり支援の課題を改めて整理する
機会にもなった。

■ 市町村、保健福祉事務所圏域での支援体制整備における当セ
ンターの後方支援の役割は大きい。今回の結果から示唆され
たことを生かし、支援の充実に繋げていく。


